
平成™™年š月˜日 月曜日 (号外第›—号)官 報

（
公
告
の
方
法
）

第
七
条

法
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
官
報
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
標
準
処
理
期
間
）

第
八
条

内
閣
総
理
大
臣
又
は
金
融
庁
長
官
は
、
法
第
八
十
七
条
の
認
定
に
関
す
る
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
達
し
て

か
ら
一
月
以
内
に
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一

当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

二

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

三

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
追
加
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、次
条
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
施
行
前
に
お
け
る
認
定
資
金
決
済
事
業
者
協
会
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
準
備
行
為
）

第
二
条

法
第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
令
第

二
十
三
条
第
一
項
の
申
請
書
及
び
同
条
第
二
項
の
書
類
に
準
じ
た
書
類
を
金
融
庁
長
官
に
提
出
し
て
、
法
第
八
十
七

条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
準
備
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
一
号
の
二
中
「
第
一
号
の
四
」
を
「
第
一
号
の
五
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
の
四
及
び
第
一
号
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
の
四

資
金
移
動
業
者
が
営
む
資
金
移
動
業
の
代
理
又
は
媒
介

一
の
五

信
託
業
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
信
託
契
約
代
理
業
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
二
号
及
び
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
条
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
家
型
前
払
式
支
払
手
段
を
発
行
す
る
業
務
若
し
く

は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
三
者
型
前
払
式
支
払
手
段
を
発
行
す
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
手
段
を
販
売
す
る

業
務

十

削
除

第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
九
号
中
「
第
十
七
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
四
項
第
四

号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
七
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項

第
一
号
中
「
第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
五
号
の
二
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
、
第
二

号
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
十
号
及
び
第

十
一
号
」
を
「
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

（
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
四
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
四
条
の
三
第
五
項
」
に
、「
以
下
、」
を
「
以
下
」
に

改
め
る
。

第
四
条
中
第
一
号
の
三
を
第
一
号
の
四
と
し
、
第
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
三

資
金
移
動
業
者
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
資
金
移
動
業
者
を
い
う
。
第
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）が
営
む
資
金
移
動
業

（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
移
動
業
を
い
う
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
代
理
又
は
媒
介

第
四
条
の
三
の
見
出
し
中
「
証
券
専
門
会
社
等
」
を
「
専
門
子
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
六
項
及
び

第
七
項
」
を
「
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
項
各
号
」

を
「
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
五
号
の
二
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
三
条

の
二
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
、
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
、
法
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
第
四
条
の
五

第
二
項
第
三
十
五
号
」
を
「
同
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
第
二
号
中「
第

三
項
各
号
」
を
「
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
法
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」、

「
法
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
八
号
に
規
定
す
る
」
及
び「（
以
下
「
信
託
子
会
社
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

〇
内
閣
府
令
第
七
号

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基

づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
金
融
庁
関
係
内
閣
府
令
の
整
備

等
に
関
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
金
融
庁
関
係
内
閣
府
令
の
整
備
等
に
関
す
る
内
閣
府
令

（
銀
行
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
十
七
条
の
二
第
十
項
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

資
金
移
動
業
者
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
資
金
移
動
業
者
を
い
う
。
第
十
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）が
営
む
資
金
移
動

業
（
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
資
金
移
動
業
を
い
う
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
代
理
又
は
媒
介

第
十
七
条
の
二
の
見
出
し
中
「
証
券
専
門
会
社
等
」
を
「
専
門
子
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
六
項
及

び
第
七
項
」
を
「
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中「
第
三
項
各
号
」

を
「
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
の
下
に
「
、
第
五
号
の
二
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条

の
二
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
、
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
、
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
次
条
第
二
項

第
三
十
五
号
」
を
「
同
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
項

各
号
」
を
「
第
四
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
」、「
法
第

十
六
条
の
二
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
」、「（
以
下
「
信
託
兼
営
銀
行
」
と
い
う
。）」、「
同
号
に
規
定
す
る
」
及

び
「（
以
下
「
信
託
子
会
社
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の

一
項
を
加
え
る
。

法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
業
務
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
で
あ
つ
て
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
主
と
し
て
銀
行
、
そ
の

子
会
社
又
は
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
営
む
業
務
の
た
め
に
営
む
も
の

二

次
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
。
た
だ
し
、
同
項
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ

い
て
は
証
券
子
会
社
等
（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
証
券
子
会
社
等
を
い
う
。）を
有
す
る

場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
二
十
四
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
は
保
険
子
会
社
等

（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
保
険
子
会
社
等
を
い
う
。
次
項
第
三
号
及
び
第
三
項
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
り
、
次
条
第
二
項
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

に
つ
い
て
は
銀
行
が
信
託
兼
営
銀
行
（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
信
託
兼
営
銀
行
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
場
合
又
は
信
託
子
会
社
等
（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
信
託
子

会
社
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
有
す
る
場
合
に
限
る
。
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